
第７回佐倉市立保育園等の在り方検討会 

会議次第 

 

日時 平成２２年４月２７日（火）    

  午後２時から           

於 佐倉市役所 議会棟 第４委員会室 

 

１．開会 

  （１）事務局職員紹介 

  （２）新委員の紹介 

  （３）健康こども部長 挨拶 

  （４）佐倉市立保育園等の在り方検討会会長 挨拶 

 

２．議題 

（１）前回（第６回）議論の整理 

（２）公立保育園の民営化について 

（３）児童センターの現状と課題について 

（４）学童保育所の現状と課題について 

  （５）その他 

 

３．閉会 



 - 1 -

議題（１） 前回（第６回）議論の整理 

 

（1）会長・副会長選出 

会長の選出に先立ち、横山委員より副会長辞任の申し出があり、了承しました。 
会長には松崎委員、副会長には桑原委員を選出しました。 

 

（２）前回（第５回）議論の整理 

（３）保育園の現状と課題について ～公立保育園と民間保育園の比較 

（４）公立保育園の民営化について 

第５回の会議で、公立保育園と民間保育園の比較について、公立保育園の資

料や説明が少なかったというご意見がありましたので、これについて事務局よ

り資料に沿ってご説明し、議論を行っていただきました。 
 

○説明内容 
（１）保育士の平均年齢等の公立・民間別比較 

公立保育園は平均39.6 歳、民間保育園は35.6 歳で、公立より民間が４歳ほど

若い状況です。平均勤続年数は、公立18年、民間4.1 年で、公立のほうが平均経

験年数が長いという状況です。 

 

（２）正規職員と臨時職員の公立・民間別比較 

公立では正規職員と臨時職員の実人数の比率が３対７で逆転していますが、民間

は6.5 対 3.5 となっています。中でも民間保育園の保育士を見ると、公立は正規職

員と臨時職員が５対５なのに対し、民間のほうが正規雇用がはるかに多いという状

況です。 

 

（３）職員勤務状況 

公立の場合、１日で最高４名の保育士が交代で接しています。民間では正規職員

が朝早くから夜遅くまでカバーしている例がほとんどで、民間のほうが１日で交替

する回数は若干少ない状況です。 

 

（４）保育園関係職員の研修に関する比較 

紹介した事例では公立の研修のほうが多かったのですが、委員からは民間ももっ

とやっているのではないかという指摘がありました。 

 

（５）保育内容の公立民間比較 

民間では民間の特性を取り入れた保育（お出かけ保育、お泊まり保育、リトミッ

クなど）を工夫をしています。 

 

（６）保育園経費の比較 

  平成20年度の決算額では、一人当たりに要した経費は、佐倉市では公立94,338

円、民間102,380円で、民間のほうが若干費用が高くなっています。 
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○主な意見 
・一般に民間になったら質が落ちるという批判がありますが、資料で客観的な数字を

見ると、先生の入れ代わりも民間のほうが少なく、正職員の比率も民間のほうが高

いということです。カリキュラムを見ても、民間のほうがポリシーのある社長やリ

ーダーのもとにスタッフが集まって、こういう保育をするということを打ち出して

運営が行われているのが見て取れました。 

 

・公立と民間で園長が保育士をどう評価するか、勤務評定や業績評価のようなものは

ないのでしょうか。保育士の評価基準が、民営化で批判される出来事（ケガ、事故

等）の原因を洗い出すことにならないでしょうか。 

 

・保護者から見て、公立保育園を民営化するときに、不安になるのは保育内容や質の

低下ですが、その「質」とは漠然としていて、どう評価するのか、感覚的でしかあ

りません。雰囲気だけではなく、同じ尺度で評価できる基準がないものでしょうか。 

→・保育指針ではわからないものでしょうか。 

→・保育者自身の資質の問題に関わります。民間だから、公立だからということ

でもなく、どれぐらいきちんとできているかという問題です。 

→・そこは公立も民間も同じです。それを統率する人の考え方にもよります。 

 

・働いている先生のモラルが一番で、それをどう教育するかということ、モラルを持

たせ続けることが重要です。やはり働く先生の人間の質も一番だと思います。 

 

・基本的には保育士は学校で養成され、あとは職場に入ってから研修や OJT（職場

内研修）によって、どう職場の中で育てていくかということになります。研修は必

要で、一つの園を預かる園長の姿勢や運営方針は重要です。 

 

・研修がしっかりしているというのが、質を担保していくことだと思います。 

 

・保育士の質の良し悪しは、給与評価のときの業績評価と同様にできるかというと、

ほとんどやっていません。むしろ民間では経験年数によって多少評価するのかと思

います。 

 

・今、議論の中心は、公立から委託や民営化になった場合、公立の質が民間でもその

まま維持できるかというものです。しかし実際に示された資料を見ると、必ずしも

そうではなかったのではないかということが言えますし、民間のそれぞれのポリシ

ーや工夫もあります。そうすると公立から民間へ移管するときに、どうすれば保護

者が望むようなきちんとした保育内容や質が担保できるかというのが重要な議論

でしょうか。そうすると、その仕組みを考えていかなければなりません。 

 

・担任の先生が変わるとやり方も変わるということがあります。ほんの些細な変化で

も、親としてはショックです。１年ぐらいオーバーラップして緩やかに民間に移行

していくにしても、１年ぐらいでは気持ちは変化についていけないと思います。 

 

・この会議のこれまでの議事録を見ると、保育園になかなか苦情が言いにくいという

ご意見がありました。民間だから言いにくい、公立だから言いにくいということで
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はなく、園の経営・運営方針の中に、きちんと苦情が言えるということが入ってい

るかどうかということだと思います。 

 

・社会福祉法人の４園と、ここ２、３年で開園した株式会社の４園とは全く質が違い

ます。民間保育園は、それぞれ誇りを持って存続をかけてやっています。それを民

営化すると質が下がるというのは、おかしな議論だと思います。 

 

・これから保育定数を1400人から1800人に、400人増やそうとしているのに、

公立保育園を減らそうというのは逆の方向で、400人増やすなら、200人分ぐら

いは市が受け持ち、公立で２園ぐらい作るのがよいのではないでしょうか。８園す

べて民営化した場合に入ってくる国県負担額のためということであれば、市長、市

議会に勇断してほしいと思います。 

 

・事務局に伺いますが、仮に公立８園すべてを民間に移管した場合、国県補助金はい

くらくらい入ることになりますか。 

 

○事務局説明 
・公立８園すべてを民間に移管した場合の国県補助金は、約４億円になります。毎年

国県から４億円もらえるものを断って、市税で全て運営するのが良いのか、保育園

を使わない人にとってはどうかという議論もあります。 

財政が硬直化している中で、新しい事業をするために、福祉は保育だけではない

ので他の事業にも回さないわけにはいきません。 

 

・保育の質の面、人（保育園で働く人の情熱）と制度（保育園内での話し合い、保護

者と保育園とのつながり）を高めていかなければいけないことに関しては、公立も

民間も変わりない。市の考えとして、広い意味で民間の力を借りなければ、保育ニ

ーズに応えていくことはできないので、できるだけ問題のない方法で、ニーズに応

えていく道を探る、その１つが民営化の推進です。ただ、どう進めるかはきちんと

整理をして進めていきたいと思います。 

 

・佐倉市では、保育園の修繕料を最小限に抑え、なおかつ臨時職員を多く雇って、民

営の運営費より少ない実支出額で運営しています。一人の子どもに対して民間では

２交代で収まっているところを、公立で４交代で続けていくのが良いことなのでし

ょうか。臨時職員だからといって決して悪いということではなく、場合によっては

正規職員より良いという意見もあります。 

 

 

（５）児童センターの現状と課題について 

（６）学童保育所の現状と課題について  

 

児童センター及び学童保育所について、事務局より現状と課題を説明しまし

た。 
 次回、委員の意見交換を行うこととなりました。 
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○事務局説明 
 
＜児童センターの現状と課題について＞ 

１ 児童センターとは 

佐倉市では児童センター３施設、老幼の館２施設の計５施設が開所されていま

す。 

児童センターは、児童福祉法に規定された児童厚生施設であって、地域の児童

に健全な遊びを与え、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的として設

置された施設です。 

 

 ２ 利用者の推移 

平成 16年度と比較して平成２０年では3万人ほど利用者が減少しています。 

 

３ 事業内容 

子育て支援、児童健全育成、地域・世代間交流を目的として事業を展開してい

ます。 

 

 ４ 施設概要・事業費の状況 

南部児童センターを除いて建築後 20 年以上を経過し、大規模な改修を必要と

する施設もありますが、財源的に難しく、手を付けられないところもあります。

学童保育所を併設している施設では、学童保育所入所児童の増加により、手狭に

なっています。 

  事業費は、５センター合計で5100万円程度です。（職員の人件費は含まず。）

主なものは児童インストラクター賃金が約80％です。 

 

５ 職員配置 

市全体の職員数が減少し、正規職員配置が難しくなっています。 

 

６ 今後の課題 

   集中改革プランでは指定管理者制度の導入を検討することとされています。ま

た、老朽化した施設の改修や、学童保育所が併設されている場合、手狭になって

いることが課題です。 

 

＜学童保育所の現状と課題について＞ 

１ 学童保育所とは 

宿題、自由遊び、後片付け、清掃などが組み入れられ、子どもたちが健やかに

成長発達することを目的としたプログラムで行われています。 

 

２ 運営形態 

佐倉市では、公立公営が 23 施設、民設民営５施設です。指定管理者制度を導

入している市町村は全国で120市町村、割合では7.5％です。 

 

 ３ 佐倉市学童保育所の成り立ち 

現在は 23小学校区中22小学校区に開設し、和田小学校区だけ未整備です。 

 

４ 入所児童数の推移 
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利用者は平成 16 年から平成 21 年までの５年間で 472 名増え、定員も５年

間で 605 名の増加を図りました。臼井老幼の館、志津児童センター、西志津小

児童クラブでは定員を上回る入所状況となっています。 

 

５ 学童保育所の開所・閉所時間 

基本的に民間のほうが公立より充実しています。障害児の受け入れは公立・民

間のすべての施設で可能で、現在公立に２８名が入所しています。 

 

６ 施設の状況 

平成 16 年と比べると、公立９施設、民間１施設が増え、１８施設から２８施

設になりました。小学校を中心に学童保育所が設置されています。定員を上回る

３学童保育所では受け入れは３年生までとなっていることから、新たな整備は課

題です。 

 

７ 学童保育所の施設運営状況 

保育園長にとって保育所の外にある学童保育所を所管することは大きな負担で

あり、児童センターへの所管替えを検討する必要があります。児童センター職員

の勤務時間は５時まで、学童保育所は７時までであるため、夜間は正規職員がい

ないことになります。 

 

８ 学童保育所の運営費 

支出の大部分はインストラクター賃金です。 

 

９ 児童インストラクターの配置状況 

公立・民間とも、千葉県のガイドラインに基づき、人数を配置しています。 

 

10 今後の課題 

未整備小学校区（和田小）の解消、過密学童保育所の解消や、職員が帰った後

の空白時間帯を解消するため、今後職員をどう配置すべきかというような課題が

あります。保護者から要望が多いのは、土曜、平日の時間延長、また、夏休みや

土曜日は朝８時を早めることです。ほかには、全学童保育所での全学年受け入れ

と、サービスの向上です。 

 

（７）その他  

事務局より以下の資料を配付しました。 
 ・「公立保育園の民営化停滞」の新聞記事 
 ・八千代市で民営化した保育園で事故等があったという記事 
・八千代市の父母会が民営化に当たって市民に周知した際の資料 

 








